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のカール・メンガー文庫13）と合わさって，20世紀初頭～ 20年代における           
　 事変
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中山 : 留 学 , Schumpeter に
師事 大熊 : 高岡高商教授 富山売薬業史料収集開始
1928 （蔵書オークション） 東畑 : ボンで中山と会う，Schu ｍ peter に師事
上原 : 高岡高商離任⇒東京商
大 板垣 : 小樽高商卒 ( 手塚ゼミ )藤本幸太郎 : 高岡高商講師
(1928.4-1929.12)
開校式典 : 福田徳三講演
1929 世界大恐慌 中山 : 春に帰国，東畑 :10 月ボンを離れる
大熊 : 留学 ( 英・独・米 )
上原 : 富山売薬業史史料集編
纂 (1929.7-1934.8), 高 岡 高
商講師 (1930.9-1932.11)
F.v.Wieser Bibliothek:
昭和 4年 4月 25日受入印
1930 Hayek:LSE 教授 ハーバード大客員教授 東畑 : パリ /ロンド経由 3月帰国福田没
1931 来日講演 大熊 : 帰国
1932 Hayek:『貨幣と景気変動』 ハーバード大教授 高岡高商入学 板垣 : 東京商大卒 ( 中山ゼミ )
1933 中山 : 商大教授東畑 : 東大教授




1940 Mises: アメリカ移住 『景気循環の理論』 東京商大入学 板垣 : 東京商大教授 東亜科
1941 第二次大戦勃発 （中山門下）







1954 大熊 : 富大経済学部長
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